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第３節 交通プロジェクト                             

マイカーによる交通渋滞や騒音・排気ガスの少ないさわやかな環境・世界遺産等を保全するととも

に、車に過度に依存しない社会モデルを構築し、歩行や自転車で気持ち良く安全に移動できるにぎわ

いのある都市環境を目指します。 

 

（表2-15）世界遺産登録（8資産群）の内容 

 

指標 評価
目標値

（平成27年度）
担当課

パークアンドライド駐車
台数（台）

3,000

パークアンドサイクルラ
イドの利用者数（人）

2,800

平成22年度 平成23年度

C

1,326 1,155

交通政策課

2,006 1,414

平成２３年度の主な事業
　春・秋の観光シーズンの土日祝日に、市役所駐車場を無料開放し、路線バスや無料のレンタサイクルを利用して中心市街地に向かっていただきまし
た。
　　春季　：　実施日数　18日、駐車台数　489台、レンタサイクル利用台数　687台
　　秋季　：　実施日数　19日、駐車台数　666台、レンタサイクル利用台数　727台

 

 

【実施事業】 

1 世界遺産等の保護と啓発 

自動車からの排気ガスは、大気汚染・地球温暖化の原因と

なり、歴史的文化遺産や自然環境への影響も懸念されている

ことから、市民の生活環境及び文化財を保全することを目的

とした「奈良市アイドリング・ストップに関する条例」を平

成12年4月から施行しています。条例では、世界遺産周辺をア

資 産 名 称 内    容 

東 大 寺 

聖武天皇の発願で建立された官寺で、金堂（大仏殿）、南大門など（正倉院

正倉を含む）9棟の国宝と17棟の重要文化財が登録遺産を構成。なお、国宝

の大仏も金堂と一体として登録遺産を構成。 

興 福 寺 
藤原氏の氏寺として建立された寺。北円堂、五重塔など国宝4棟と重要文化

財2棟が登録遺産を構成。 

春 日 大 社 

神の降臨する山として神聖視されていた御蓋山のふもとに、藤原氏の氏神

を祭った神社。本社本殿の国宝4棟と重要文化財27棟及び史跡春日大社境内

が登録遺産を構成。 

春日山原始林 

841年に伐採が禁止されて以来、御蓋山とともに春日大社の社叢として保護

されてきた原始林。社殿と一体となって形成されてきた大社の文化的景観

を構成する資産である。特別天然記念物に指定されている。 

元 興 寺 
6世紀に蘇我馬子が造営した飛鳥寺が平城京に移され、元興寺になった。極

楽坊本堂、禅室の国宝2棟及び重要文化財1棟が登録遺産を構成。 

薬 師 寺 
天武天皇の発願で建立された官寺で、東塔、東院堂の国宝2棟、重要文化財

4棟が登録遺産を構成。 

唐 招 提 寺 
戒律を学ぶための寺として唐僧・鑑真が759年に創建した寺。金堂、講堂な

ど国宝5棟と重要文化財1棟が登録遺産を構成。 

平 城 宮 跡 
平城京の北端に位置する宮城跡で、国の政治や儀式を行う大極殿や朝堂院、

天皇の居所である内裏、役所の遺跡。特別史跡に指定されている。 
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イドリング・ストップ促進重点区域に指定し、区域内での駐車時には不必要なエンジンの稼動を停止

するよう定めています。 

また、区域でのアイドリング・ストップを実践してもらうために、春日大社・薬師寺の駐車場に乗

務員休憩所を設置しています。 

 

2 低公害車の導入 

地球温暖化につながる温室効果ガスの排出量が少ない低公害

車の導入を進めています。平成17年度には天然ガス自動車｢地球

号｣を導入したほか、平成23年度には電気自動車を導入し、環境

パトロール・各種イベント・ポイ捨て防止啓発活動などに使用

しています。 

平成23年度末現在、公用車835台のうち、電気自動車2台、ハ

イブリッド車14台、天然ガス車57台、その他低燃費車等160台、

合計233台の低公害車を導入しています。 

 また、タクシー事業者に対しては、平成22年度より低公害車タクシー導入促進補助を行っており、

平成23年度の実績は電気自動車1台、ハイブリッド車2台です。 

 

3 パークアンドライド 

春・秋の観光シーズンに発生する奈良公園周辺の交通渋滞

の緩和及び環境保全対策の一つとして、同時期の土曜日・日

曜日・祝日に市役所の駐車場を開放して、パークアンドライ

ドを行っています。 

 

 

 

 

 

4 放置自転車等対策 

「奈良市自転車等の安全利用に関する条例」を制定（昭和59年7月1日施行）し、歩行者等に対する

迷惑防止と景観保全を図り、国際文化観光都市としての環境整備に努めています。市内主要駅周辺に

は、自転車等が放置されている状況にありますので、引き続き継続的に移動・保管作業を実施すると

ともに、地元住民、警察及び関係機関等の協力を得て、街頭指導・市民啓発活動を行っています。 

 

5 放置自動車対策 

市民の快適な生活と安全を確保し、良好な都市環境を形成するとともに、国際文化観光都市として

の美観の維持増進を目的とした「奈良市放置自動車の発生の防止及び適正な処理に関する条例」を制

定（平成8年7月1日施行）し、放置されている自動車の適正な処理を行っています。 

 

 


